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今年も斑点米カメムシ類の発生が多くなる見込みです。 
斑点米カメムシ類はイネや雑草の穂に寄ってきます。防除を徹底し

て、斑点米の発生による品質低下を防ぎましょう。 

〇防除方法 

①畦畔 2回連続草刈り 

イネの出穂 2～3 週間前と出穂期頃に畦畔の草刈りを２回行うことで雑草の

穂を出させず、カメムシを寄せ付けないようにする防除方法。 

②水田内のイネ科雑草（ヒエなど）を除去 

③本田薬剤防除 

小型カメムシは乳熟期頃

（出穂 7～10日後）、 

大型カメムシは糊熟期頃（出穂 10～20日後）を目安に行う。 

稲作情報 No.４ 

斑点米カメムシ類に注意！ 

出穂期 乳熟期 糊熟期

アカスジカスミカメなど小型種

イネカメムシ

ホソハリカメムシなど大型種

アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ ミナミアオ 

カメムシ 
トゲシラホシ

カメムシ 

小型カメムシ 

体長５ｍｍ程度 

大型カメムシ 

体長１ｃｍ以上 

〇近年、発生の多い斑点米カメムシ類 

 
ほ場を観察し、斑点米カメムシ類の種類に合わせた薬剤防除が大切！ 

集落や地域で連携し、一斉に防除を行うと効果的です。 

出穂０日 出穂7～10日 出穂10～20日


